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GX
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Atlasタンク流用

Atlas-Ⅲ，Vエンジンを利用

２段LOX/LNG推進系新規開発

フェアリング（ＰＬＦ）：新規開発

段間部（ISA）：新規開発

Atlasアビオを改修･利用

２段アビオ　H-IIA 改修･利用

アダプター（ＰＡＦ）：　H-IIA 1194M活用

１．GXロケット概要

• GXロケット
-国際打上げ市場への投入を目指
し、実績ある技術を採用した、信
頼性・確実性の高いロケットを目
指す

•打上能力(開発目標値)

-低軌道（LEO） 　　　： 約４トン
　　　　　　　　　　　　　　　（高度 ２００ｋｍ）

-太陽同期軌道（SSO)： 約２トン
（高度 ８００ｋｍ）

・H-IIAの約1/2倍、M-Vの約2倍の打上能力
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  １段 ２段 フェアリング（PLF）

長さ [m] 38 8 10 
全長 [m]  48   寸

法 

直径 [m] 3.1 3.3 3.3  
各段質量(全備)  [t] 196.9 19.6（計画値） 1.0  質

量 全段質量(全備)  [t] 210.2  (衛星除く) 
型式 液体ロケット 液体ロケット － 

推進薬種類 液体酸素（ＬＯＸ）/ 
ケロシン(RP-1) 

液体酸素（ＬＯＸ）/ 
液化天然ガス(LNG) － 

推進薬重量 [t] 182.3 17（計画値） － 
真空中推力 [kN] 4152 118（計画値） － 
真空中比推力 [s] 338 323（計画値） － 
燃焼時間 [s] 237 480（計画値） － 

エ
ン
ジ
ン 

推進薬供給方式 ターボポンプ方式 ブーストポンプ方式 － 
誘導方法  慣性誘導方式 

ピッチ/ヨー ジンバル ジンバル － 制御 
システム ロール ジンバル ヒドラジンガスジェット －  

(注)　２段諸元：GALEX社による計画値
　　 ２段開発状況：ｐ１６参照

(注) 

１．GXロケット概要

GX

GXロケット主要諸元
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GX
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•ロケット機体概要　
-１段

•米国で信頼性の高い飛行実績があるアトラス-IIA、IIIの１段の推進薬タン
ク、供給系を活用する。

１段システム諸元

１．GXロケット概要

項目 諸元 
全備質量 196.1  [ｔ] 
推進薬量 181.9  [ｔ]
推進薬 ケロシン(RP-1) 

/液体酸素(LOX) 
推薬供給方式 ターボポンプ方式  
真空中推力 4,152  [ＫN]
真空中比推力 338   [s]
ピッチ/ヨー制御 エンジン・ジンバル  
ロール制御  エンジン・ジンバル  
推進薬タンク ステンレス製タンク 
 

LOX/RP-1 
TANK

FORWARD LOX

SKIRT

THRUST 
CYLINDER
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GX
Rocket

推薬タンク(LOX/LNG） アビオニクス機器

φ
3
.3

 [
m

]

　　　　　　　　　　　２段諸元

項目 諸元 
全備質量 19.6(計画値)  [t]
推進薬量 17(計画値)  [ｔ]
推進薬 液化天然ガス(LNG) 

/液体酸素(LOX) 
推薬供給方式 ﾌﾞｰｽﾄﾎﾟﾝﾌﾟ方式 
真空中推力 118(計画値) [kN]
真空中比推力 323(計画値)  [s]
ピッチ/ヨー制御 エンジン・ジンバル 
ロール制御 ヒドラジン RCS 
推進薬タンク 
開口比 
エンジン冷却方式

金属製タンク 
71(計画値) 

アブレーション冷却 
＋フィルム冷却 

 

１．GXロケット概要

•ロケット機体概要
-２段　

• JAXAが開発しているＬＯＸ／ＬＮＧ推進系をＧＸロケット２段に搭載する。

LOX/LNG

エンジン

提供：JAXA

　　　　　　　　　　　（注）　GALEX社による計画値
　　　　　　　　　　　　　　　２段開発状況についてはP１６参照

(注) 
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GX
Rocket １．GXロケット概要

•ロケット機体概要
-フェアリング（３ｍΦ）

ペイロードアタッチフィッテイング（ＰＡＦ）
ロケットと衛星を結合する継手。所定の軌道で火薬
により衛星を分離する。H-IIAのPAFを使用。

フェアリングクロージャ (ＦＣ）
フェアリングと２段、及びＰＡＦと２段を結合する継
手。H-IIAの成果を活用。

ペイロードフェアリング（ＰＬＦ）
大気飛行中に衛星を保護する。大気が薄くなった
所で火薬により分離・投棄する。H-IIAの成果を活用。

項目 仕様 単位 備考
全長 9600 ｍｍ
直径 3300 ｍｍ 最大外径
質量 950 ｋｇ

項目 仕様 単位 備考
全長 480 ｍｍ
直径 2220 ｍｍ 最大外径
質量 80 ｋｇ

項目 仕様 単位 備考
全長 960 ｍｍ
直径 3300 ｍｍ 最大外径
質量 131 ｋｇ
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GX
Rocket １．GXロケット概要

•射場設備概要
-GXロケットは、JAXA種子島宇宙センターの大崎射点よ
り打上げられる。

衛星組立棟 増田通信所

単位 [mm]

3750

GL　0

クリーンエリア

射座上面

A'A

34700

6696

22700

14200

44400

46400

59300
60000

40000

30000

20000

10000

70000

50000

65000
10[ton] crane

B-1 pod アクセス用
プラットフォーム

昇
降

床
1
昇

降
範

囲

39850

37200

既3F(9300)

既4F(12400)

既5F(15500)

既6F(19400)

既7F(23000)

既8F(26700)

既9F(29400)

既10F(32100)

既11F(34800)

既12F(37500)

既14F(45000)

既15F(49900)

既13F(41000)

既1F(4000)

既2F(6470)

11700
11306

9200

T/S内 アクセス用
プラットフォーム

Erector Beam
プラットフォーム

昇降床2(上端)

昇降床2(下端)

可動床4

可動床3

可動床2

昇降床1
(上端)

昇降床1
(下端)

可動床1

新16F(54900)

新17F(59900)

新18F(64900)

昇
降

床
2昇

降
範

囲

移動整備塔内部構造

衛
星
整
備
エ
リ
ア

発射管制システム
（打上げ時には退避）

空調機械棟

ポンプ室

80m気象塔

移動整備塔

打上げ時に退避

高圧ガス設備

機体の組立・整備を行なう

衛星を格納したフェアリング組立
移動経路

写真提供：JAXA　
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打上げ

１段エンジン
燃焼停止

１／２段分離

ミッション完了

推薬排出

２段エンジン
第１回燃焼開始

ペイロード
フェアリング分離

２段エンジン
第１回燃焼停止

２段エンジン
第２回燃焼開始

２段エンジン
第２回燃焼停止

衛星分離

衝突・
コンタミネーション防止
軌道変換フェーズ 衛星運用フェーズへ

イベント

打上げ後

経過時間[sec]

⑧ ２段エンジン第２回燃焼停止 2,787
⑨ 衛星分離 2,820

① 打上げ 0
② １段エンジン燃焼停止 199
③ １／２段分離 210

⑤ ペイロードフェアリング分離 228

⑦ ２段エンジン第２回燃焼開始 2,767

④ ２段エンジン第１回燃焼開始 220

⑥ ２段エンジン第１回燃焼停止 536

⑩ ミッション完了 3,900

２．飛行プロファイル

•飛行シーケンス例
-太陽同期軌道（SSO　高度：800km）
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GX
Rocket ３．打上能力
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東打ち（軌道傾斜角30度)

太陽同期軌道 [再着火投入 ]
（軌道傾斜角96～105度)

太陽同期軌道 [直接投入 ]
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高度 [km]

打
上

げ
能

力
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g]

東打ち（軌道傾斜角30度)

太陽同期軌道 [再着火投入　ケース]
（軌道傾斜角96～105度)

太陽同期軌道 [直接投入　ケース]
（軌道傾斜角 ～105 )96 度

開発計画値（主要諸元はP３の表の値を使用）
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衛星搭載包絡
(1194M　PAF)

４．衛星包絡域・機械的インタフェース

•衛星包絡域：
3
０

１
８

(fo
r φ

2
790

)

３
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８
３

4
４

６
８

６
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１
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φ2790

φ2780

φ2356

φ1000

3
500

 (for φ
27

90)

4
165

4
950

7
000

φ2790

φ2780

φ2356

φ1000

衛星搭載包絡
(937M　PAF)

フェアリング外径：直径3m
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GX
Rocket ４．衛星包絡域・機械的インタフェース

•機械的インタフェース
-衛星結合機械的インターフェースはＨ-ＩＩＡロケットとPAFを共通化することに
より、同一である。

PAF1194M

（注）937クラスのPAFも搭載可能
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ＧＡＬＥＸＧＡＬＥＸ

三菱商事

・販売支援
・輸送・輸出入

手続き代行
・資材調達支援

・全機システム支援
・飛行ソフトウェア支援
・アビオニクス支援
・1段

石川島播磨
重工

アイ・エイチ・アイ
エアロスペース

日本航空電子
工業

川崎重工 富士重工
NEC東芝
スペース

・全機システム支援
・飛行ｿﾌﾄｳｪｱ支援
・2段推進系
・アビオニクス

(電力系、火工品)

・アビオニクス
(誘導制御系機器)

・飛行ｿﾌﾄｳｪｱ支援

・2段構造部
・１／２段段間部

・ペイロード
　 フェアリング
・衛星結合部
･フェアリングクロージャ

・電波航法装置
・アンテナ類

・全機システム
・飛行ソフトウェア
･2段
・アビオニクス

（システム)
・射場ｼｽﾃﾑ/運用

　ULA　（旧ロッキード
マーチン）

石川島播磨重工
システムインテグレーション

全体事業計画の立案・推進、国内外市場マーケティング、
打上げサービス提供等に係る技術・営業活動の実施

ロケットシステムの開発・製造に責任
(宇宙開発で実績ある企業並びに米国の協力を得て実施）

コクサイ
エアロマリン

・輸送支援

５．開発計画

-開発実施体制　
• 宇宙航空研究開発機構（JAXA）と連携協力のもと、ＧＸロケットの開発は、 ギャラクシーエクス
プレス(株)を設立し、７社(石川島播磨重工、アイ・エイチ・アイエアロスペース、日本航空電子
工業、川崎重工、富士重工、三菱商事、ULA)　による共同作業により実施する。２段LNG推進
系の開発はJAXAとの契約に基づきGALEX、アイ・エイチ・アイ･エアロスペース（ＩＡ）、石川島

播磨重工で実施する。
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GX
Rocket ５．開発計画

　開発スケジュール
- 初号機打上げ： 平成２３年度中を目標

年度 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ Ｈ３３

 項目

 開発フェーズ

 
 運用フェーズ

 基本設計

 詳細設計

 ＧＴＶ試験

 試験機１号機(VEP1)
 
 試験機２号機(TBD)
 
 実運用３号機(ＴＢＤ)

 実運用  

     ４号機以降  

  

 年2-3機打上げ
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GX
Rocket ６．システム開発状況

•風洞試験
-H15年度に完了
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１／２段分離位置

段間部ダミー

スタブアダプタ

アビオニクス搭載構造

アビオニクス機器ダミー
フェアリング分離位置

•分離衝撃試験
‐ H15年度に完了

６．システム開発状況
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GX
Rocket ６．システム開発状況

・２段ＬＮＧ推進系開発状況

　　

　

　　　　　　　２段諸元（JAXA見直案:暫定値）
（宇宙開発委員会推進部会（第９回）資料より）

φ
3
.3

 [
m

]

推薬タンク(LOX/LNG）
アビオニクス
機器

LOX/LNG

エンジン

項目 諸元 

提供：JAXA

  
推進薬量 17(暫定値)  [ｔ]
推進薬 液化天然ガス(LNG) 

/液体酸素(LOX) 
推薬供給方式 ﾌﾞｰｽﾄﾎﾟﾝﾌﾟ方式 
真空中推力 114 （暫定値) [kN]
真空中比推力 316 (暫定値)  [s]
ピッチ/ヨー制御 エンジン・ジンバル 
ロール制御 ヒドラジン RCS 
推進薬タンク 
開口比 
エンジン冷却方式

金属製タンク 
42(暫定値) 

アブレーション冷却 
＋フィルム冷却 

 
注：GALEX計画値についてはP５参照
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GX
Rocket ６．システム開発状況

•２段ＬＮＧ推進系システム燃焼試験

写真提供：JAXA　
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